
日時：平成 29年 10 月 13 日（金）14:30～16:30 

場所：アイリス愛知 会議室（百合） 

会 議 次 第 

１ 開会 

２ あいさつ 

３ 報告 

・特別史跡名古屋城跡保存活用計画について＜資料１＞ 

４ 議事 

○石垣部会の検討状況について 

・天守台石垣調査に関する検討状況＜資料２＞ 

・天守木造復元及び石垣保全に関する市長コメント＜資料３＞ 

・天守閣再建計画に対する天守台保全のための提言＜資料４＞ 

○天守閣部会の検討状況について 

 ・天守木造復元計画に関する検討状況＜資料５＞ 

 ・天守閣整備事業における課題等について＜資料６＞ 

  ５ 閉会

特別史跡名古屋城跡全体整備検討会議（第 24 回） 
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（敬称略） 
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■オブザーバー 
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野口 哲也 愛知県教育委員会生涯学習課文化財保護室主任主査 

□石垣部会 

氏 名 所 属 備考

北垣 聰一郎 石川県金沢城調査研究所名誉所長 座長 

千田 嘉博 奈良大学教授  

宮武 正登 佐賀大学教授  
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瀬口 哲夫 （再掲） 座長 

小野 徹郎 名古屋工業大学名誉教授 副座長 

西形 達明 関西大学名誉教授  

三浦 正幸 （再掲）  



特別史跡名古屋城跡保存活用計画について 

○目的 

特別史跡名古屋城跡の保存活用を適切かつ確実に進めるため、保存管理・活用・整備・

運営体制の観点から現状及び課題を整理し、各々の方針を示すため特別史跡名古屋城跡

保存活用計画を策定する。なお、保存活用計画は既存の特別史跡名古屋城跡全体整備計

画の見直しとして作成を進めており、保存活用計画の策定をもって全体整備計画は廃止

する予定である。 

○検討経過 

 H27.10  特別史跡名古屋城跡全体整備検討会議（第20回） 

      ※全体整備検討会議で意見聴取しながら計画策定を進めることを決定 

H28. 2  特別史跡名古屋城跡全体整備検討会議（第1回保存活用計画検討会） 

H29. 6  特別史跡名古屋城跡全体整備検討会議（第6回保存活用計画検討会） 

○今後の予定 

 H29.11  特別史跡名古屋城跡全体整備検討会議 

      ※検討会議の意見等を踏まえた保存活用計画案を送付。各部会にも参考送付 

12  名古屋市会（委員会審議） 

   1～2 パブリックコメント 

   3   策定・公表

～
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平成２９年度石垣部会の検討状況について（天守台石垣調査）

回 開催日 議案 内容

第２１回５月１２日

①天守台石垣の調査について
　・カルテ作成内容
　・石垣調査内容
　・全体スケジュール
　・天守台石垣の検証

・石垣保全のための調査であ
　ると明確にすべきとの指摘
　あり

第２２回６月２３日
①天守台石垣の調査について
　・天守台石垣の調査方針
　・石垣調査内容、スケジュール

・調査内容の方向性の承認
・調査の結果、どのように修
　復するのか保全措置の計画
　を付け加えるようにとの意
　見あり

第２３回 ８月９日

①天守台石垣の調査について
　・石垣調査内容、スケジュール
　・発掘調査、地盤調査内容
　　（資料２－４）
　・天守台石垣の検証(資料２－６)

・発掘調査、地盤調査の位置
　等について、部会構成員に
　現地を確認後、決定するこ
　とに
・市の調査体制についての意
　見あり

第２４回９月１２日

①天守台石垣の調査について
　・石垣調査内容、スケジュール
　　（資料２－２、２－３）
　・市の学芸員体制（資料２－５）

・今後の調査内容の方向性を
　承認
  穴蔵背面及び根石調査につ
  いては、穴蔵立面図、カル
　テ作成後に検討すべきとの
　意見あり
・市の調査体制について検討
　状況を報告

資料２-１



名古屋城天守台石垣の調査内容について

１．現在着手している調査

項目 目的 内容

・石垣がたどった変遷を調査

・現天守閣再建時の石垣修理調査

・地層レベルで内外の石垣の施工
　写真、施工記録の調査

＜外部石垣＞
測量調査

石垣の現状を把握するための
調査

・立面図、縦横断面図、平面図

＜外部石垣＞
カルテ作成

石垣の現状を把握するための
調査

・石垣カルテ作成：
　石垣の現状を把握

発掘調査
石垣の根入れ状況を把握する
ための調査

・石垣の根元の地盤の試掘

地盤調査
石垣周辺地盤の状況を把握す
るための調査

・ボーリング調査を実施

２．今後検討している調査

項目 目的 内容

＜外部石垣＞
測量調査

石垣の現状を把握するための
調査

・三次元点群データ作成

＜穴蔵石垣＞
測量調査

石垣の現状を把握するための
調査

・立面図、縦横断面図、平面図、
　三次元点群データ作成

＜穴蔵石垣＞
カルテ作成

石垣の現状を把握するための
調査

・石垣カルテ作成：
　石垣の現状を把握

・段彩図作成：
　石垣の現状を把握

・石材調査：
　一石毎の刻印、墨書の有無、矢
　穴の有無と大きさ、表面加工な
　ど調査

・劣化度調査：
　一石毎の打音調査等

・レーダー探査：
　石垣背面の構造を把握するため
　表面からの探査

史実調査

石垣の変遷をたどることによ
り、今後の石垣の維持保全、
文化財保護の観点から取扱い
方針検討する

＜外部石垣＞
＜穴蔵石垣＞
現況調査

石垣の現状を把握するための
調査
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現在着手している調査

  名古屋城天守台石垣調査工程 今後検討している調査

B.石垣測量調査

1 2 3 4

平成29年 平成30年

6 7 8 9 10 11 12 7 8

【外部天守台石垣の調査】

A.史実調査

調査・報告書作成

5 6

測量

図面作成（立面図、平面図等）

三次元点群データ図面作成

C.石垣現況調査、石垣カルテ

石垣カルテ作成

石材・打音・レーダー探査

段彩図作成

D.発掘調査

発掘調査

E.地盤調査

ボーリング調査

【穴蔵部分の調査】

F.史実調査

調査・報告書作成

G.石垣測量調査（露出部）

測量

図面作成（立面図、平面図等）

三次元点群データ図面作成

H.石垣現況調査、石垣カルテ作成

石垣カルテ作成

石材・打音・レーダー探査

写真測量 レーザー

現状変更許可申請

現状変更許可申請
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名古屋城の学芸員体制について 

１．平成２９年度の石垣調査等の体制 

名古屋城の石垣調査等を行うにあたり、教育委員会の協力を得て担

当学芸員を増強する 

２．平成３０年度の体制 

特別史跡名古屋城跡の価値を明らかにし、適切な保全を図り、次世代

へと継承していくために、学術的・総合的・体系的に調査、研究を行

うことが出来る学芸員体制の構築を検討 
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市長コメント 

名古屋城の天守閣木造復元に関して、参議院文教科学委員会において現状

変更許可にあたっては「現在の石垣の劣化状況等に関する現況調査を実施す

ること」「現在の天守の解体、除却工事が文化財である石垣に影響を与えない

工法であり、その保存が確実に図られること」「木造天守の忠実な復元がなさ

れるような具体的な計画内容であること」「木造復元に係る工事が文化財であ

る石垣に影響を与えない工法であり、その保存が確実に図られること」など

が必要であるとの発言がありました。

私といたしましては、特別史跡である石垣をしっかりと保全していくこと

も重要であると認識しておりますので、石垣部会の構成員皆様方のご意見を

伺いながら、文化庁が指摘しているような石垣の保全について対応していき

たいと考えております。どうぞよろしくご審議をいただきますよう、お願い

いたします。
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名古屋城天守再建計画に対する天守台保全のための提言

平成 29年 10月 13 日 

特別史跡名古屋城跡全体整備検討会議 石垣部会 

１．本事業の特性について 

 現在、名古屋城天守の復元事業が計画され準備が進められている。今回の事業は、昭和 34 年に建

設されたコンクリートの天守を、創建時の材料によって復元するというものである。ただ、文化財保

護からの見地と実物重視の観点から言えば、創建時以来保存されている石垣がもつ価値はさらに重要

であり、国指定「特別史跡」の主たる構成要素に他ならない。

天守台の内部遺構は、昭和の天守復元の時点で基礎がケーソンに変わった。これは天守台の構造的

視点での大きな変化であり、この状態でコンクリート製の天守を支えて 60 年余を経過しても安定し

ていることは明らかである。しかし、外側に存在する石垣との関係は複雑であり、現状で大幅な加工

が可能かどうかは疑問で、これは工学的調査と解析によってのみ判断しうることである。したがって、

工学的情報なしで天守台に大幅な構造的変化を新しく加えることには特段の注意を要する。

まず、事業に当たっては、市長コメントにもあるように本物の石垣の保全を第一に考えなければな

らない。木造天守復元事業に係る調査と施工は、天守台に力学的、気象的、地象的作用の変化を加え

ることになり、現存石垣への影響は無視できない。

また、指定文化財の保護以外の目的からその現状変更行為を推進すること自体、基本的にはあり得

ないことで、対象文化財にやむを得ず手を加える場合は最小限度にとどめることが文化財保護法上の

鉄則である。したがって、事前の考古学的調査は行っても、当該の文化財の価値の確認と保護方策の

検討のための情報を得ることが大前提となる。

一方、天守の再建事業に伴って、天守台石垣に外的作用が加わる事態、つまり、建物が一時的に除

去されることで天守台が風雨に晒され、地震にも影響されやすくなることも考えられる。現況天守の

解体中に文化財としての工学的調査を行うことは当然であるが、対象物が大型構造物で、しかも古い

石垣の上に乗った特殊な構造物であり、工事中に石垣がダメージを受ける可能性もある。したがって、

外的作用に晒される時間をできるだけ少なくし、城の「本物」の遺構である石垣を安全な状態に保護

することが大切である。第一に、一連の調査のために特別史跡の枢要な価値に該当する廃城期以前の

遺構が、損耗するようなことがあってはならない。

その意味では天守台の文化財的、工学的調査そのものをできるだけ要領よく行うべきである。そし

て、これらの調査の内容を十分検討してから実行に移し、仮に不十分な要素や部位が残されたとして

も、それは次の解決課題として将来に委ねることも考えておくべきである。なにより本物の遺構が崩

壊すれば、その価値を永久に失い、多くの情報もなくなるからである。

以上のように、地盤工学、考古学、歴史学、文化財学など各専門分野からの総合的視座から検討し

た結果、今回の天守再建計画に先立つ懸念材料の払拭のため、従前より「特別史跡名古屋城跡」の保

護・補修措置の検討組織として機能してきた当石垣部会は、次に掲げる各事項の実施の必要性を提言

するものである。

２．天守台保全のために実行すべき要件 

【既に着手した調査・検討課題】 

① 現存石垣の文化財としての情報の再整理とその価値の評価。 

 ② 文化財保護を目的とした調査と、工学的調査とによって得られた情報の交換と活用。 

【上記の進捗・検討の結果次第で、実行すべき要件】 

① 近現代に損なわれた、本来の名古屋城天守台の歴史的特徴の回復。 

 ② 地盤工学と建築史、建築学との情報の共有と活用。 

 ③ 現天守台と新・旧天守の構造体としての安定性の検討と、不安定要素の改善。 

 ④ 調査、天守解体、木造天守建設時・後の各過程での、石垣計測によるモニタリングの実施。 

 ⑤ 将来にわたる天守台・天守の状態変化の計測管理の継続、及びそれにより把握できた不安定箇 

所の修理を含めた、長期的対応のための計画策定（石垣や木造天守の経時的劣化への対策検討）。 

以上
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平成２９年度天守閣部会の検討状況について

回 開催日 議案 内容

第１回 ５月１０日

①これまでの経緯について
②今後の想定スケジュールについて
③基本計画書について
　・天守復元の考え方
　・復元時代の設定(資料５－２)
　・天守台石垣の検証
　・復元根拠としての採用資料
④石垣調査について

・復元時代の設定として、宝
　暦大修理後とする方向性に

第２回 ６月１５日

①前回の指摘事項と対応について
②第６回保存活用計画検討会の報告
③第２１回石垣部会の報告
④基本計画書について
　・通し柱の検討

・通し柱の基本的な考え方を
　承認

第３回 ７月１３日

①前回の指摘事項と対応について
②第２２回石垣部会の報告
③基本計画書について
　・現天守閣の価値
　・木材の樹種や数量(資料５－３)
　・構造計画方針(資料５－４）

・樹種の考え方について、細
　かな指摘あり
・構造計画について、重要度
　係数１．２５の必要性の指
　摘あり

第４回 ８月７日

①前回の指摘事項と対応について
②基本計画書について
　・構造計画
　・通し柱の検討(資料５－５）
　・木材数量検証

・壁の耐力を見直した条件に
　おける耐震性能の検証
・通し柱について検証を重ね
　た結果、本数と位置の見直
　し

第５回 ８月２９日
①前回の指摘事項と対応について
②基本計画書について
　・構造計画(資料５－６）

・小天守補強案の提示
・柱等を出来る限り欠損しな
　い補強方法を検討する必要
　との意見
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